
　

６
月
15
日
、
ひ
と
・
ま
ち
交
流
館

京
都
で
、
平
成
29
年
度
京
都
市
市
民

憲
章
推
進
者
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

市
民
憲
章
（
昭
和
31
年
５
月
３
日

制
定
）
を
率
先
し
て
実
行
し
、
毎
年
の

推
進
テ
ー
マ
と
実
践
目
標
に
基
づ
い

て
推
進
活
動
を
行
い
、
特
に
市
民
の

規
範
と
認
め
ら
れ
る
方
々
を
、
毎
年

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
山
科
区
か
ら
は
個
人
13
名
、

９
団
体
が
門
川
市
長
か
ら
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。（
活
動
別
・
順
不
同
）

個
人

●
美
化
活
動

　

河
村　

富
士
子
さ
ん�（
山
階
学
区
）

　

髙
橋　

眞
紀
さ
ん�

（
山
階
学
区
）

　

三
原　

里
枝
さ
ん�

（
山
階
学
区
）

●
環
境
保
全
活
動

　

末
國　

美
智
代
さ
ん�（
勧
修
学
区
）

　

谷
水　

美
鈴
さ
ん�

（
鏡
山
学
区
）

●
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

奥
田　

定
之
さ
ん�

（
勧
修
学
区
）

　

中
村　

隆
宣
さ
ん�

（
鏡
山
学
区
）

　

桑
山　

謙
さ
ん�

（
大
宅
学
区
）

　

岩
村　

義

さ
ん�

（
大
塚
学
区
）

　

辻
倉　

洋
子
さ
ん�

（
西
野
学
区
）

●
福
祉
活
動　

　

奥
村　

百
代
さ
ん�

（
音
羽
学
区
）

　

林　
　

慈
子
さ
ん�

（
大
宅
学
区
）

　

竹
中　

征
美
さ
ん�

（
西
野
学
区
）

団
体

●
環
境
保
全
活
動

　

鏡
山
環
境
美
化�
（
鏡
山
学
区
）

●
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

山
科
駅
前
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

　

（
安
朱
学
区
）

　

パ
ト
ロ
ー
ル
百
々

�

（
百
々
学
区
）

　

�

大
塚
学
区
獣
害
対
策

チ
ー
ム�

（
大
塚
学
区
）

●
健
康
増
進
活
動

　

キ
ャ
ッ
ト
ハ
ン
ズ

　

牛
尾
山
法
嚴
寺
へ
向
か
う
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
道
沿
い

に
、
美
し
い
水
車
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

作
っ
た
の
は
山
科
区
小
山
御

坊
ノ
内
町
に
住
む
山
口
昌
子
さ

ん
。「
昔
、
家
に
あ
っ
た
思
い
出

の
水
車
を
ど
う
し
て
も
復
活
さ

せ
た
い
」と
、自
宅
前
の
山
科
川

の
護
岸
整
備
に
来
て
い
た
造
園

家
の
芝
田
さ
ん
に
相
談
。

　

「
工
事
で
来
て
い
た
と
き
に
、

山
口
さ
ん
は
い
つ
も
家
で
お
茶

を
出
し
て
く
れ
た
ん
で
す
。
そ

ん
な
縁
か
ら
、
知
人
の
宮
大
工

で
あ
る
橋
元
さ
ん
と
も
協
力

し
な
が
ら
作
り
始
め
ま
し
た
。

思
っ
た
以
上
に
良
い
も
の
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
芝
田

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

水
車
が
完
成
し
た
の
は
今
年

の
４
月
。
芝
田
さ
ん
が
趣
向
を

凝
ら
し
た
美
し
い
庭
園
に
囲
ま

れ
た
水
車
小
屋
の
内
部
で
は
、

精
米
用
の
杵
（
き
ね
）
が
石
臼

を
打
つ
コ
ト
ン
、
コ
ト
ン
と
い

う
音
が
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
不
思

議
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
釘

な
ど
を
一
切
使
わ
ず
木
材
だ
け

で
組
み
上
げ
た
水
車
は
、
宮
大

工
の
橋
元
さ
ん
が
一
か
ら
工
法

を
学
ん
で
作
っ
た
努
力
の
結

晶
。「
本
当
に
い
い
人
た
ち
に

巡
り
会
え
た
」と
、山
口
さ
ん
も

嬉
し
そ
う
で
し
た
。
ベ
ン
チ
が

置
か
れ
た
居
心
地
の
よ
い
小
屋

は
、
近
隣
住
民
の
憩
い
の
場
に

も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

地
元
の
小
学
校
の
子
ど
も
達

も
見
学
に
く
る
と
い
う
こ
の
水

車
に
つ
い
て
、山
口
さ
ん
は
「
子

ど
も
た
ち
に
昔
の
日
本
の
生

活
、文
化
を
見
て
、知
っ
て
感
じ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
、思
い

を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

※�

見
学
の
際
は
、
杵
（
き
ね
）
等

の
稼
動
部
分
に
、
手
な
ど
を

挟
ま
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
／

　

区
総
務
・
防
災
担
当

（
☎
592-

３
０
６
６
）

地
域
の
方
の
活
動
を

　
　
　
　
　
ご
紹
介
し
ま
す

思
い
が
詰
ま
っ
た
水
車
が
完
成

　この取組は、平成15年度から、毎年、環境月間である６月の第一日曜日に実

施されています。今年度も、各学区自治連合会、各種団体、

企業などから参加していただき、当日は、多くの区民の皆

様が区内全域で清掃活動に汗を流してくださいました。

　活動中には、放置自転車や不法投棄され

た電化製品なども見つかりました。

　水と緑に彩られた美しい山科を守

るため、日ごろから、まちの美化やご

みの減量、資源の再使用などを心がけ

ましょう。

　５月21日に第41回山科区民壮年ソフトボール

大会が勧修寺公園グラウンドで開催されました。

区内13学区全ての体育振興会チームが出場し、熱

戦が繰り広げられました。

　優勝した山階南体育振興会チームは７月23日

（日）（雨天時７月30日（日））に岩倉東公園グラウ

ンドで行われる京都市大会に山科区代表として出

場されます。

　夏祭りなどの多数の方が集まる催しにおいて、火気器具を使用さ

れる際は、「消防署への露店開設の届

出」（※）と「消火器の準備」が必要です。

　規模の大小に関わらず、火気器具

を使用される場合は、必ず消火器な

どの消火器具を準備しましょう。

※��ご近所同士で行うバーベキューや町

内会単位での地蔵盆など、参加者が

個人的なつながりにとどまるか、相

互に面識がある場合は、届出の必要

はありません。

●問い合わせ先／
　山科消防署（☎592-9755）

ご参加いただきありがとうございました！
「山科区２万人まち美化作戦」 模擬店や露店開設時の注意事項について

ソフトボール大会区民壮年
第41回山科区民壮年ソフトボール大会

●
伝
統
文
化

　

や
ま
し
な
を
語
り
つ
ぐ
会

　

ふ��

る
さ
と
の
良
さ
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
会

　

車
石
・
車
道
研
究
会

●
観
光
関
係

　

�

山
科
疏
水
な
の
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ�

（
安
朱
学
区
）

（
順
不
同
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
／
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当
（
☎
592-

３
０
８
８
）

京
都
市
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

～
暮
ら
し
の
中
に
あ
る
日
本
文
化
を
見
つ
め
直
そ
う

文
化
の
力
で
日
本
を
元
気
に

今
年
の
推
進
テ
ー
マ

優　勝　山階南� 体育振興会チーム
準優勝　鏡　山� 体育振興会チーム
三　位　百　々� 体育振興会チーム
三　位　陵ヶ岡� 体育振興会チーム

●問い合わせ先／
　区まちづくり推進担当（☎592-3088）

●��問い合わせ先／区まちづくり
推進担当（☎592-3088）

水車を作った山口さん（左）と芝田さん（右）

完成した水車

昨年度、市大会の頂
点に輝いた山階南体
振チームが３連覇を
達成！

山科がピカピカに！
約19トンのごみが
集まりました!!!

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ホープ（☎ 778-5074）　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。
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